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研究成果概要 
 平成２０年度に行われた基礎的なキャリブレーション作業に引き続き、平成２１年度

は統一したモンテカルロシミュレーションとＳＫ４データの比較を行い、今後の実験遂

行に必要とされるレベルまで調整が進められた。まずは水透過率測定用レーザーのデー

タを使用して、平成２１年４月の散乱長・吸収長を波長の関数として求め、それを用い

た突き抜けミューオン、ストップミューオン、崩壊電子、ＬＩＮＡＣ、ＤＴ等のモンテ

カルロシミュレーション事象を発生させ、その結果とデータの比較をしながらエネルギ

ースケールの調整が必要かどうか、また、事象再構成に伴う様々な補正や近似の見直し

を行ってきた。その結果、２１年度の終わりまでには、Ｔ２Ｋ実験の目標に達するエネ

ルギースケールの誤差にまで抑えることができた。 
 なお、今後の評価には、新しく開発されたレーザーダイオードモジュールのうち、新

しく 473nm の波長を用いた水散乱測定評価装置を加えることにも成功した。これによ

り、これまで観測できなかった長波長側の吸収に変動があるのか、あるとすればどの程

度なのかを定量的に評価することができることとなる。 
 他にも、自動的に安定な光源であるキセノンランプのフラッシュ光の一部を検出器中

心部に導くことにより、ＳＫの全ＰＭＴの安定度を評価する装置がある。その発光の安

定度をうまく評価することを予定しており、そのためにノイズ対策を行ったＰＩＮフォ

トダイオードなどを用いたモニターを用意する予定である。 
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